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博
物
館
で

お
花
見
を
3月15日（火）～
4月10日（日）

当
館
は
、

年
3
月
、
創
立
150
周
年
を
迎
え
ま
す
。

年
に
開
催
さ
れ
た
日
本
初
の
博
覧
会
が
、
当
館
の
は
じ
ま
り
で
す
。
い
つ

の
時
代
も
、
私
た
ち
の
使
命
は
、
文
化
財
を
大
切
に
守
り
、
次
の
世
代
へ

伝
え
る
こ
と
で
す
。
150
年
の
歴
史
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
文
化
財
の
魅
力

や
、
博
物
館
の
楽
し
さ
を
、
よ
り
多
く
の
方
と
分
か
ち
合
い
た
い
。

年
東
京
国
立
博
物
館
は
、
そ
ん
な
思
い
か
ら
生
ま
れ
た
数
々

の
企
画
を
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。

創
立
150
年
を
迎
え
、

変
わ
ら
ず
咲
く
花
を
楽
し
む

今
年
も
お
花
見
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。
本
館

で
は
、
恒
例
の
「
博
物
館
で
お
花
見
を
」
を
開
催
、

桜
に
ち
な
ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
財
を
展
示
し
ま

す
。期
間
中
は
、「
ト
ー
ハ
ク
な
び
」上
で
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
展
示
室
内

で
桜
マ
ー
ク
の
つ
い
た
作
品
を
探
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。ま
た
、
本
館
北
側
に
あ
る
庭
園
で
は
、
時
季

を
違
え
て
咲
く
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
桜
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
昨
年
整
備
工
事
を
終
え
て
散
策

し
や
す
く
な
っ
た
庭
園
を
回
遊
し
て
、
建
物
の
内

外
で
博
物
館
の
春
を
満
喫
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

※
庭
園
は
、
昨
年
よ
り
通
年
で
全
面
開
放
し
て
い
ま
す
。

※
作
品
ご
と
に
展
示
期
間
が
違
い
ま
す
。
当
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

観
かん
桜
おう
図
ず
屛
びょう
風
ぶ

住吉具慶筆 江戸時代・17世紀
西脇健治氏寄贈
本館7室　3月23日（水）～5月8日（日）

江戸時代のやまと絵の典型で、公卿が穏やかな
風景の中で桜をながめています

本
館
2
室
・
国
宝
室
は
、
絵
画
・
書
跡
の
名
品
を
ゆ
っ
た

り
と
し
た
空
間
で
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
展
示
室
で
、
通
常

は
当
館
所
蔵
あ
る
い
は
寄
託
の
国
宝
指
定
の
作
品
を
展
示

し
て
い
ま
す
。
こ
の
展
示
室
に
は
150
年
後
、
も
し
く
は
そ

の
先
の
未
来
、
ど
の
よ
う
な
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
東
京
国
立
博
物
館
150
年
の
歴
史
の
な
か
で

収
集
さ
れ
た
作
品
の
な
か
に
は
、
国
宝
や
重
要
文
化
財
と

な
っ
て
い
な
く
と
も
、
素
晴
ら
し
い
作
品
が
数
多
く
収
蔵

さ
れ
て
い
ま
す
。
創
立
150
年
を
記
念
し
、
当
館
の
研
究
員

が
選
び
抜
い
た
い
ち
押
し
の
作
品
を
「
未
来
の
国
宝
」
と

銘
打
っ
て
、
年
間
を
通
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

5
枚
揃
い
の
華
や
か
な
小
皿

江
戸
幕
府
の
奥
絵
師
・
具
慶
が
描
く

『
伊
勢
物
語
』の
一
場
面

東南アジアのやきもの―収集と研究の軌跡― 150

3月23日（水）～5月15日（日）　本館14室（→12ページ）

東京国立博物館の近世仏画―伝統と変奏―

4月5日（火）～5月29日（日）  本館特別1室・特別2室（→7、9ページ）

未来の国宝―東京国立博物館 書画の逸品― 150

4月12日（火）～2023年3月26日（日）　本館2室

親と子のギャラリー  翼と羽

4月26日（火）～5月29日（日）　平成館企画展示室（→7ページ）

収蔵品でたどる日本仏像史 150

5月17日（火）～7月10日（日）　本館14室

時代を語る洋画たち―東京国立博物館の隠れた洋画コレクション 150
6月7日（火）～7月18日（月・祝）　平成館企画展示室

東博のガラスコレクション 150

7月12日（火）～9月4日（日）　本館14室

親と子のギャラリー　日本美術のつくり方 V

7月20日（水）～8月28日（日）　本館特別2室

チベット仏教の美術―皇帝も愛した神秘の美― 150

7月26日（火）～9月19日（月・祝）　平成館企画展示室

令和3年度新収品

8月2日（火）～8月28日（日）　本館特別1室

未来の国宝―東京国立博物館 彫刻、工芸、考古の逸品― 150

9月6日（火）～12月25日（日）　本館14室

東京国立博物館の模写・模造―草創期の展示と研究― 150

9月6日（火）～10月30日（日）　本館特別1・2室

中国書画精華―宋代書画とその広がり―（仮） 150

9月21日（水）～11月13日（日）　東洋館8室

再発見！ 大谷探検隊とたどる古代裂の旅 150

9月21日（水）～12月4日（日）　東洋館5室

つたえる、つなぐ―博物館広報のあゆみ― 150

9月27日（火）～11月6日（日）　平成館企画展示室

東京国立博物館のイスラーム陶器 150

10月4日（火）～2023年1月22日（日）　東洋館5室

古代染織の保存と修理―50年にわたる取り組み― 150

10月18日（火）～12月11日（日）　法隆寺宝物館第6室

根付  郷コレクション 150

11月2日（水）～2023年1月22日（日）　本館12室

高円宮殿下二十年式年祭記念  根付  高円宮コレクション 150

11月15日（火）～12月25日（日）　平成館企画展示室

戦後初のコレクション  国宝「松林図屛風」 150

2023年1月2日（月・休）～1月15日（日）　本館7室

博物館に初もうで

2023年1月2日（月・休）～1月29日（日）　平成館企画展示室

近世能狂言面名品選―「天下一」号を授かった面打― 150

2023年1月2日（月・休）～2月26日（日）　本館14室

蘭亭―王羲之憧憬（仮） 150

2023年1月31日（火）～4月23日（日）　東洋館8室

コレクションの探求  はにわ展から50年 150

2023 年2月28日（火）～4月9日（日）　平成館企画展示室

東
京
国
立
博
物
館
創
立
150
年

4
月
1
日
よ
り
記
念
の
年
が
は
じ
ま
り
ま
す
！

特
集

未
来
の
国
宝

―
東
京
国
立
博
物
館
書
画
の
逸
品

―

年
度
は
館
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
特
集
展
示
を
開
催
し
ま
す
。

年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

＊
会
期
・
会
場
・
名
称
に
つ
い
て
今
後
変
更
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

＊
150

マ
ー
ク
は
創
立
150
年
記
念
特
集
で
す
。

（部分）

総
合
文
化
展
特
集
一
覧

創立150年
記念企画

1

創
立
150
年
記
念
特
集
か
ら
「
未
来
の
国
宝
展

̶

東
京
国
立
博
物
館
書
画
の
逸
品

̶

」を
ご
紹
介
！

150
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色
いろ
絵
え
桜
おう
樹
じゅ
図
ず
皿
さら

鍋島　江戸時代・18世紀
本館13室　
2月1日（火）～4月24日（日）

鍋島焼が発案した見込中央白抜
きのデザインで、春爛漫と咲き誇
る桜の富貴な気分を描きます

展示室でお花見を楽しめる
スタンプラリーを開催！

「博物館でお花見
を」期間限定で、東
京国立博物館 鑑賞
ガイドアプリ「トー
ハクなび」で参加す
るクイズ形式のス
タンプラリーを行い
ます。

「花見で一句」を開催
期間中、桜をテーマにした俳句を募集しま
す。詳細は当館ウェブサイトでお知らせい
たします。

（昨年のアプリ画像）

 4月12日㊋～ 5月8日㊐ 

見
み

返
かえ

り美
びじ

人
ん

図
ず

菱川師宣筆　江戸時代・17世紀（→16ページ）

 5月10日㊋～ 6月5日㊐ 

焔
ほのお

　上村松園筆　大正7年（1918） （→10ページ）

 6月7日㊋～7月3日㊐ 

春
かすが

日宮
みや

曼
まん

荼
だ

羅
ら

鎌倉時代・13世紀

 7月5日㊋～7月31日㊐ 

蝦
が

蟇
ま

鉄
てっ

拐
かい

図
ず

　
雪村周継筆　
室町時代・16世紀

 8月2日㊋～ 8月28日㊐ 

源
げん

氏
じ

物
もの

語
がたり

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

（初
はつ

音
ね

・若
わか

菜
な

上
じょう

）
土佐光起筆　
江戸時代・17世紀

 8月30日㊋～ 9月25日㊐ 

山
さん

水
すい

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

呉春筆　
江戸時代・18世紀

 9月27日㊋～10月23日㊐ 

金
こん

胎
たい

仏
ぶつ

画
が

帖
じょう

平安時代・12世紀

 10月25日㊋～11月20日㊐ 

市
いち

川
かわ

鰕
えび

蔵
ぞう

の暫
しばらく

（碓
うす

井
い

荒
あら

太
た

郎
ろう

貞
さだ

光
みつ

）
歌川国政筆　
江戸時代・寛政8年（1796）

 11月22日㊋～12月25日㊐ 

形
かた

見
み

の直
ひた

垂
たれ

（虫
むし

干
ぼし

）
川村清雄筆　
明治32～44年
（1899～1911）

 2023年1月2日㊊・㊡～1月29日㊐ 

玄
げん

圃
ぽ

瑤
よう

華
か

伊藤若冲自画自刻　
江戸時代・明和 5年（1768）
28件のうち、  

紫
あ じ さ い
陽花・冬

ふゆ
葵
あおい
、石
せき
竹
ちく
・梅
ばい
花
か
藻
も
、 

未
ひつじ
草
ぐさ
・鶏
けい
頭
とう
、瓢

ひょう
簞
たん
・夾

きょう
竹
ちく
桃
とう
、 

薊
あざみ
・粟
あわ
、蕪
かぶ
・鳳
ほう
仙
せん
花
か
を展示

 2023年1月31日㊋～ 2月26日㊐ 

江
え

戸
ど

城
じょう

本
ほん

丸
まる

大
おお

奥
おく

御
ご

対
たい

面
めん

所
しょ

障
しょう

壁
へき

画
が

下
した

絵
え

狩野〈晴川院〉養信筆　
江戸時代・19世紀

 2023年2月28日㊋～ 3月26日㊐ 

平
へい

家
け

納
のう

経
きょう

（模
も

本
ほん

）
田中親美模
原本：国宝・嚴島神社蔵　
大正～昭和時代・20世紀、
原本：平安時代・長寛2年（1164）

庭園で本物の桜も
ぜひご堪能ください

整備が済んだ庭園は、通路や
ベンチを設置、路面も新しくするなど

回遊しやすくなりました

（玄圃瑤華のうち未草・ 鶏頭）

（部分）

（蝦蟇図・部分）

（部分）

（部分）

（部分）

※ 展示する頁が変更する場合があ
ります。

（厳
ごん

王
のう

品
ほん

 第二十七・部分）

展示作品一覧

東京国立博物館創立150年記念特設サイトを
2021年11月15日（月）に公開しました。現在創
立150年を記念した動画等をご覧いただけま
す。4月1日（金）にリニューアルオープンする本
サイトでは、創立150年ならではのさまざまな
企画や最新情報をお届けします。どうぞお楽し
みに。

https://www.tnm.jp/150th/

4月1日、特設サイト
リニューアル！

2016年から年1回（1日）実施してきた「トーハク
キッズデー」。2022年度は毎月第4日曜日に開
催します！ 心おきなくお子様と博物館を楽しん
でもらえるイベントやスペースを用意して、皆様
をお待ちします。

月イチ！   
トーハクキッズデー

冨嶽三十六景（葛飾北斎筆）をモチーフにした手帳
カバーは大小2種あります。このほか土偶と埴輪を
モチーフにした週刊手帳 weeksも販売中です。

創立150年を契機に、さまざまな企業とコラボ
レーションを行い、文化財を活用した魅力ある
商品開発を展開します。今回ご紹介するのは、
株式会社ほぼ日（代表：糸井
重里氏）が制作する「ほぼ日手
帳」。所蔵品をモチーフにした
週間手帳や手帳カバーなど、
展示の予定や感想を書き留め
たくなるようなアイテムです。

コラボレーショングッズ
第１弾

本館と平成館をつなぐ通路では、さまざまなポス
ターを掲示しています。創立150年を記念して今
まで当館で開催した特別展や企画のポスターか
ら選んだ10数点をテーマを変えて展示します。
半世紀ほど前のレトロなものから、ご記憶に新し
い近年の展覧会まで、多様なデザインのポスター
を通して当館の展示の歴史を感じていただける
コーナーです。

創立150年
記念企画

2

創立150年
記念企画

3

創立150年
記念企画

4

創立150年
記念企画

5

展覧会ポスターで
たどる東博の歴史

33件のうち、 
信
しん
解
げ
品
ほん

 第四、授
じゅ
記
き
品
ほん

 第六、化
け
城
じょう
喩
ゆ
品
ほん

 第七、人
にん
記
き
品
ほん

 第九、 
宝
ほう
塔
とう
品
ほん

 第十一、提
だい
婆
ば
品
ほん

 第十二、厳王品 第二十七、 
平家納経経箱（模造）を展示　
※展示する部分が変更する場合があります。

3期： 博物館に初もうで、 
博物館でお花見を

12月6日（火）～
2023年3月26日（日） 

1期：日本と東洋の美術
4月5日（火）～7月31日（日）

2期： 世界とつながる  
東京国立博物館

8月2日（火）～12月4日（日）

興福寺創建1300年記念
「国宝　阿修羅展」（2009年）

大エジプト展（1988年）

博物館に初もうで（2016年）
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観覧料：一般2,100円、大学生1,300円、高校生900円　   
展覧会公式サイト https://pompeii2022.jp/

事前予約制（日時指定券）を推奨しています。会場でも当日券をご購入いただけま
すが、混雑状況により入場をお待ちいただく場合や、当日券の販売が終了している
場合があります。詳細は展覧会公式サイト等をご覧ください。

観覧料：一般1,600円、大学生900円、高校生600円   
展覧会公式サイト https://kuya-rokuhara.exhibit.jp/

事前予約制（日時指定券）を推奨しています。会場でも当日券をご購入いただけま
すが、混雑状況により入場をお待ちいただく場合や、当日券の販売が終了している
場合があります。詳細は展覧会公式サイト等をご覧ください。

※特別展、総合文化展、催し物につきましては、今後の諸事情により予告なく変更する場合がございます。最新情報は、当館ウェブサイト等をご覧ください。

この皺は布ではなく、皮を表したもので
しょう。草鞋にも注目してください

特 別 展 Information

特別展     

「ポンペイ」
 平成館特別展示室  1月14日㊎～4月3日㊐

　ナポリ国立考古学博物館は、同地を支配したブルボン王朝が
18世紀に設立した歴史ある博物館で、王室に伝わる美術品に加
え、ヴェスヴィオ山周辺の発掘品を収蔵する世界でも指折りのコ
レクションを誇ります。本展では同館の名品の数 を々ご覧いただ
けます。
　「メメント・モリ」（死を忘れるな）と呼ばれるモザイク画は、髑
髏を中心に生と死、貧富の象徴を配しています。どんな身の上で
あっても死は平等に訪れるという、当時の死生観に目を見張りま
す。また、「青の壺」と呼ばれるガラス器は、紺青色のガラスに、白
ガラスを重ねる技法でつくられた逸品。表面の白ガラス層には精
緻な浮彫を施し、ワインづくりに精を出すクピド（ギリシャ・ローマ
の愛の神）たちの様子を描いています。 （小野塚拓造・山本亮）

特別展      

「空
く う

也
や

上
しょう

人
に ん

と六
ろ く

波
は

羅
ら

蜜
み つ

寺
じ

」
 本館特別5室   3月1日㊋～5月8日㊐

　日本には高僧の肖像彫刻が数多くありますが、空也上人立像
のように歩いている姿はあまりありません。それだけでなく、「南無
阿弥陀仏」ととなえていることを意味する小さな仏像6体が口か
ら出ているのはとてもめずらしい表現です。草

わ ら じ

鞋を履き、首から下
げた鉦

しょう

鼓
こ

を打ち鳴らしながら念仏をとなえて歩くこの姿は、市場
で人々に念仏を勧めた空也の姿を彷彿とさせます。
　鹿の角を付けた杖は、空也が可愛がっていた鹿が猟師に射られ
てしまったため、鹿の冥福を祈って、その角と皮を身に着けたとい
う伝記に基づくものです。背中と膝まわりにある皺

しわ

に皮の質感が
みごとに表現されています。巨匠運

うん

慶
けい

の子、康
こう

勝
しょう

の優れた技量が
うかがえます。 （浅見龍介）

※特別展会期中、本館11室でも六波羅蜜寺所蔵の仏像5体を展示します。

◎空
くう

也
や

上
しょう

人
にん

立
りゅう

像
ぞう

　康勝作　
鎌倉時代・13世紀　京都・六波羅蜜寺蔵
写真：城野誠治
念仏の声、鉦鼓の音、市場の雑踏の様
子も思い浮かびます

ブドウ摘みを表わした 
小アンフォラ（通称「青の壺」）
ポンペイ出土　
ナポリ国立考古学博物館蔵
エジプトのアレクサンドリアなど
でつくられた高級なガラス器です

テーブル天板
（通称「メメント・モリ」）
ポンペイ出土　
ナポリ国立考古学博物館蔵
「メメント・モリ」は転じて「今を楽し
もう」のメッセージにもなります

（部分）

（背面下半身部分）
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In f o r m a t i o n I n f o r m a t i o n I n f o r m a t i o n I n f o r m a t i o n I n f o r m a t i o n

観覧料金、入館方法等の詳細は、今後展覧会公式サイト等でお知らせします。

東京国立博物館創立150年記念  特別展 

「国
こ く

宝
ほ う

 東
と う

京
きょう

国
こ く

立
り つ

博
は く

物
ぶ つ

館
か ん

の 
  すべて」
 平成館特別展示室   10月18日㊋～12月11日㊐

　本展は、東京国立博物館創立150年を記
念して、膨大な所蔵品の中から国宝89件す
べてを含む名品と、各時期の収蔵品や再現
展示、映像などを通して東京国立博物館の
全貌を紹介するものです（会期中展示替えあ
り）。これは150年の歴史上初めてのことで、
誰も見たことがない、メモリアルイヤーにふさ
わしい展示が実現します。日本美術を代表す
る名品の数々はもちろん、日本でもっとも長
い歴史を誇る最大の博物館、東京国立博物
館の150年を多面的に紹介します。東京国立
博物館が初めての方には新発見の場として、
親しいリピーターの方には再発見の場として、
魅力的な展示空間を創出します。 （佐藤寛介）

観覧料：当日券＝一般2,100円、大学生1,300円、高校生900円
展覧会公式サイト https://tsumugu.yomiuri.co.jp/ryukyu2022/

※本展は事前予約不要です。混雑時は入場をお待ちいただく可能性がございます。
※詳細は確定し次第、展覧会公式サイト等でお知らせします。

沖縄復帰 50年記念　特別展   

「琉
りゅう

球
きゅう

」
 平成館特別展示室  5月3日㊋㊗～6月26日㊐

　本展では、琉球列島の文化を育んだ自然や景観を表した出土品
も展示します。
　蝶形骨製品は沖縄の先史文化を代表する装身具で、ジュゴンの
骨でつくられています。ジュゴンが生息するサンゴ礁の海は、人々に
恵みをもたらす豊かな海の象徴でもあります。貝をはじめとする、海
の素材を用いてつくられたさまざまな道具は、当地における文化の
特色のひとつです。貝匙はヤコウガイがもつ大きさや形、そして真
珠層の輝きを活かしてつくられたものです。鹿児島県奄美市の小湊
フワガネク遺跡から出土した多量の貝匙の未完成品は、海を通じ
た交流や交易の様子を伝えています。 （品川欣也）

※上記特別展はすべて、中学生以下無料。障がい者とその介護者1名は無料（入館の際に障がい者手帳などをご提示ください）。／お問合せ：050-5541-8600 （ハローダイヤル）
※◉は国宝、◎は重要文化財（重文）、○は重要美術品（重美）を表します。特に表記のないものは東京国立博物館蔵です。

蝶
ちょう

形
がた

骨
こつ

製
せい

品
ひん

縄文時代晩期・前1000～前400年　
沖縄県読谷村吹出原遺跡出土　
沖縄・読谷村教育委員会蔵
画像提供：世界遺産座喜味城跡ユンタンザミュージアム
紐で縛り組み合わせることで、大きな蝶が飛ぶ様子
を表しています

◎貝
かい

匙
さじ

貝塚時代後期・6～7世紀　鹿児島県奄美市小湊フワガネク遺跡出土
鹿児島・奄美市立奄美博物館蔵　撮影：小川忠博
貝匙は20～30センチメートルにもなる大型のヤコウガイを素
材に選んでつくられています

◉檜
ひのき

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

狩野永徳筆　安土桃山時代・天正18年（1590）
狩野永徳が描いた障壁画の傑作。檜の巨木の迫力は圧倒的で、生命力に満ちています

◉埴
はに

輪
わ

　挂
けい

甲
こう

の武
ぶ

人
じん

群馬県太田市飯塚町出土　古墳時代・6世紀
今回が3年にわたる全面修理後の初公開です

◉太
た

刀
ち

　三
さん

条
じょう

宗
むね

近
ちか

（名
めい

物
ぶつ

 三
み

日
か

月
づき

宗
むね

近
ちか

）
平安時代・10～12世紀　渡邉誠一郎氏寄贈
日本刀成立期の刀工三条宗近の代表作。天下五剣のひとつで、もっとも美しいとされます

5
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本来の表装がよみがえる
◎雛

すう

雀
じゃく

図
ず

伝宋汝志筆　中国　南宋時代・13世紀 
浅野家旧蔵

本紙の折れや損傷のあった箇所を修復し、
元の掛軸装に仕立て直しました

補修のために、 

裂
きれ

や糸から再現
◎縫

ぬい

箔
はく

 白
しろ

地
じ

草
そう

花
か

肩
かた

裾
すそ

模
も

様
よう

　
安土桃山時代・16世紀　奈良・金春家伝来
絹の補修裂

ぎれ

と糸を作製し、絹地の裂けや刺
繡糸の浮きを補修しました

オリジナルに  

近い姿へ
鋏
はさみ

三国時代（新羅）・6世紀初頭 
韓国・梁山夫婦塚出土

欠損部を樹脂で補うことで
本来の姿に近い形で展示で
きるようになりました

丸 と々した佇まいがチャーミング
御
ご

所
しょ

人
にん

形
ぎょう

 三
さん

人
にん

立
たち

子
ご

　江戸時代・19世紀

可愛い御所人形たちが、お囃
はや

子
し

を奏でながら行進します

気品溢れる
高貴な顔立ち
古
こ

今
きん

雛
びな

末吉石舟作　
江戸時代・
文政10年（1827）　
山本米子氏寄贈

名工として名高い末吉
石舟が80歳の時に制
作した古今雛の大作

京都御所の正殿を緻密に再現
紫
し

宸
しん

殿
でん

（雛
ひな

用
よう

御
ご

殿
てん

）
江戸時代・嘉永3年（1850）頃　三谷てい氏寄贈

おそらく日本一精巧で豪華なおひなさまの御殿でしょう！

　
当
館
で
は
、
文
化
財
の
保
存
と
公
開
を
両
立
し

未
来
へ
伝
え
る
た
め
、
展
示
室
や
収
蔵
庫
の
環
境

を
整
備
し
作
品
の
劣
化
を
予
防
し
た
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
方
法
に
よ
る
状
態
調
査
で
得
ら
れ
た
情
報
を

も
と
に
必
要
に
応
じ
た
修
理
を
し
た
り
と
、
文
化

財
を
維
持
す
る
た
め
の
幅
広
い
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
本
特
集
で
は
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
な
か
で

近
年
修
理
を
終
え
た
作
品
と
、
修
理
作
業
を
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
た
パ
ネ
ル
を
交
え
て
展
示
し
、

当
館
の
文
化
財
保
存
の
取
り
組
み
の
一
部
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
伝
宋そ

う

汝じ
ょ

志し

筆
の
重
要
文
化
財 

雛
雀

図
や
、重
要
文
化
財 

縫
箔 

白
地
草
花
肩
裾
模
様
、

韓
国
・
梁り

ょ
う

山ざ
ん

夫め
お
と婦

塚づ
か

出
土
の
鋏
な
ど
、
計
12
点
の

作
品
を
展
示
い
た
し
ま
す
。 

（
宮
田
将
寛
）

平
成
館
企
画
展
示
室
　

3
月
23
日
㊌
〜
4
月
17
日
㊐

　
今
年
も
や
っ
て
き
ま
し
た
お
ひ
な
さ
ま
の
展
示
。

三み

谷た
に

家
伝
来
の
雛
飾
り
と
山
本
家
伝
来
の
古こ

今き
ん

雛び
な

を
中

心
に
、
当
館
が
所
蔵
す
る
御
所
人
形
の
代
表
作
を
一
堂

に
会
し
た
展
示
を
行
い
ま
す
。
日
本
で
は
諸
外
国
に
例

を
み
な
い
ほ
ど
多
様
な
人
形
文
化
が
発
達
し
、
美
術
的

に
も
高
度
な
作
品
が
つ
く
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
な
か
で

も
雛
祭
り
は
そ
の
代
表
で
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
に
な

る
と
贅
を
尽
く
し
た
数
々
の
お
ひ
な
さ
ま
が
登
場
し
ま

す
。
ま
た
御
所
人
形
は
そ
の
名
が
示
す
よ
う
に
宮
廷
を

中
心
に
発
達
し
た
観
賞
用
の
人
形
で
、
ふ
く
ふ
く
と
肥

え
た
姿
の
子
ど
も
の
姿
に
生
命
の
豊
穣
や
幸
福
へ
の
願

い
が
託
さ
れ
ま
し
た
。
実
は
当
館
は
隠
れ
た
名
作
人
形

の
宝
庫
。
毎
年
違
う
展
示
内
容
も
見
ど
こ
ろ
で
す
！ 

 

（
三
田
覚
之
）

特
集 

お
ひ
な
さ
ま
と
日に

本ほ
ん

の
人に

ん

形ぎ
ょ
う

本
館
14
室
　

2
月
22
日
㊋
〜
3
月
21
日
㊊
・
㊗

特
集 

 

東と
う

京き
ょ
う

国こ
く

立り
つ

博は
く

物ぶ
つ

館か
ん 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
保ほ

存ぞ
ん

と
修し

ゅ
う

理り
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古い仏画の 
影響力を示す
不
ふ

動
どう

明
みょう

王
おう

二
に

童
どう

子
じ

像
ぞう

勝山琢舟筆　 
江戸時代・18世紀

比叡山に伝わった鎌倉時代
の作例を写しています

極彩色の画面がインパクト大
当
たい

麻
ま

曼
まん

荼
だ

羅
ら

図
ず

　神田宗庭隆信筆　
江戸時代・天保7年（1836）　下野三悦坊伝来　喜多川儀久氏寄贈

阿弥陀如来の浄土を描いています。濃厚な彩色が美しいです

（部分）

（第二十五幅：4月5日〈火〉～5月8日〈日〉）

怪しげな 
気配漂う聖者たち
五
ご

百
ひゃく

羅
ら

漢
かん

像
ぞう

狩野一信筆　 
江戸時代・19世紀　 
富美宮允子内親王・ 
泰宮聡子内親王御下賜

悟りに至った聖者たちで
すが、ちょっと怪しい雰
囲気に描かれます
※会期中、展示替えがあります。

彦
ひこ

根
ね

更
さら

紗
さ

 白
しろ

地
じ

立
たち

木
き

虫
むし

喰
くい

鳥
どり

文
もん

様
よう

更
さら

紗
さ

インド　18世紀　井伊家伝来

異国情緒漂う鳥と蝶。染めの技術が凝
縮されたカラフルな羽が目を引きます

陣
じん

羽
ば

織
おり

 黒
くろ

鳥
とり

毛
げ

「太
たい

白
はく

」文
も

字
じ

模
も

様
よう

安土桃山時代～江戸時代・16～17世紀　
伝榊原康政所用

羽が沢山うめこまれた奇抜なデザイン。
気持ちをたかめて、いざ出陣！

自
じ

在
ざい

鷹
たか

置
おき

物
もの

明珍清春作　
江戸時代・18～19世紀
パーツを動かせる金属の置物。翼を
大きく広げた、迫力ある姿にご注目

背
中
の
文
字
ま
で 

鳥
の
羽
で
表
現

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な

鳥
の
文
様
が
華
や
か

今
に
も
羽
ば
た
き
そ
う
な  

躍
動
感

　当館は、毎年、東京都恩賜上野動物園と
国立科学博物館との3館園連携企画「上野
の山で動物めぐり」を行っています。15回目
となる今回のテーマは「翼と羽」です。展示は
2部構成で、第1部の「翼」では、大きな翼を
広げた鳥をはじめ、翼をもつ神 や々人に着目し
ます。第2部の「羽」では、美しい羽が際立つ
孔雀などをモチーフとした作品、鳥の羽（羽
根）そのものを素材とした作品、そして蝶に代
表される昆虫の羽（翅）を取り上げます。人間
には備わっていない翼や羽の特徴やはたらき
を、古くからどのように理解し、表現したか、
さまざまな分野の作品を一堂に会しながら、
わかりやすくご紹介します。 （横山梓）

　
本
特
集
で
は
、
江
戸
時
代
に
制
作
さ
れ
た
仏
画
を
展

示
し
ま
す
。
仏
画
と
い
う
と
、
平
安
時
代
や
鎌
倉
時
代

に
制
作
さ
れ
た
古
い
作
例
を
想
起
さ
れ
る
方
が
多
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
際
、
江
戸
時
代
の
仏
画
は
展
示
の

機
会
が
少
な
い
で
す
。
し
か
し
、
当
館
に
は
、
寺
院
に

所
属
し
た
絵
仏
師
や
画
僧
、
狩
野
派
や
琳
派
の
絵
師
が

描
い
た
も
の
、
庶
民
に
親
し
ま
れ
た
大
津
絵
な
ど
、
幅

広
い
作
例
が
所
蔵
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
の
な
か
に
は
古

い
仏
画
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
だ
け
で
な
く
、
描
き
手
や

注
文
者
の
意
向
を
反
映
し
た
独
自
の
改
変
が
加
え
ら
れ

た
作
例
も
見
ら
れ
ま
す
。
鮮
や
か
に
残
る
美
し
い
彩
色

に
、
仏
画
が
本
来
も
つ
鑑
賞
性
の
高
さ
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
る
の
も
、
江
戸
時
代
の
仏
画
の
魅
力
で
す
。

 

（
沖
松
健
次
郎
・
古
川
攝
一
）

本
館
特
別
1
室
・
特
別
2
室
　

4
月
5
日
㊋
〜
5
月
29
日
㊐

特
集  

東と
う

京き
ょ
う

国こ
く

立り
つ

博は
く

物ぶ
つ

館か
ん

の 
近き

ん

世せ
い

仏ぶ
つ

画が

―
伝で

ん

統と
う

と
変へ

ん

奏そ
う

―

親
おや

と子
こ

のギャラリー

翼
つば さ

と羽
は ね

特集

平成館企画展示室　
4月26日（火）～5月29日（日）
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東
洋
館

東
洋
館

本
館

本
館

　
仙
人
の
住
む
伝
説
の
山
、
崑
崙
山
を
舞
台

に
、
長
寿
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
松
と
鶴
を
描

き
ま
す
。
李り

懐か
い

素そ

と
い
う
人
物
の
長
寿
を
祝

う
贈
り
物
と
し
て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
呂り
ょ

健け
ん

は
、
呂り
ょ

紀き

と
い
う
明
の
宮
廷
画
家
の

子
孫
で
す
。
呂
紀
は
、
華
や
か
な
色
彩
に
よ

る
迫
力
あ
る
大
画
面
花
鳥
画
を
描
き
ま
し

た
。
呂
健
は
、
呂
紀
の
画
風
を
、
よ
り
瀟し
ょ
う

洒し
ゃ

で
可
憐
な
表
現
に
変
化
さ
せ
て
い
き
ま
し

た
。細
く
長
い
首
を
優
美
に
く
ね
ら
せ
た
鶴
、

淡
い
緑
で
や
わ
ら
か
く
ぼ
か
さ
れ
た
松
葉

は
、呂
健
の
美
意
識
を
よ
く
伝
え
て
い
ま
す
。

薄
墨
に
よ
る
陰
影
で
巧
み
に
盛
り
上
が
り
を

表
し
た
波
や
、
透
明
感
の
あ
る
白
い
線
で
細

か
に
描
か
れ
た
羽
毛
な
ど
、
優
れ
た
描
写
技

術
も
見
ど
こ
ろ
で
す
。 

（
植
松
瑞
希
）

　
イ
ン
ド
人
は
、古
代
イ
ン
ド
の
叙
事
詩
で
、

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
聖
典
の
ひ
と
つ
に
も
数
え

ら
れ
て
い
る
『
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
』
を
好
ん
で

細
密
画
に
描
い
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
主
人

公
の
ラ
ー
マ
王
子
が
、
誘
拐
さ
れ
た
妻
シ
ー

タ
ー
を
取
り
戻
そ
う
と
、
大
軍
を
率
い
て
鬼

神
の
王
ラ
ー
ヴ
ァ
ナ
に
立
ち
向
か
う
と
い
う

物
語
で
す
。
物
語
の
な
か
で
、
猿
族
の
ひ
と

り
で
あ
る
ハ
ヌ
マ
ー
ン
が
、
南
海
の
島
に
捕

ら
わ
れ
て
い
る
シ
ー
タ
ー
を
発
見
し
、
ラ
ー

マ
に
知
ら
せ
る
と
い
う
く
だ
り
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
絵
は
ま
さ
に
そ
の
場
面
を
描
い
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
作
者
は
ハ
ヌ
マ
ー
ン
を

顔
が
猿
、
手
足
や
胴
体
が
人
、
そ
し
て
細
長

い
尾
を
も
つ
姿
に
描
く
こ
と
で
、
神
性
を
表

現
し
よ
う
と
し
た
の
で
す
。 （
勝
木
言
一
郎
）

　
歌
合
と
は
、

歌
人
を
左
右
の

グ
ル
ー
プ
に
分

け
て
和
歌
の
優

劣
を
競
う
遊
芸

で
す
。『
時
代

不
同
歌
合
』
は

過
去
と
同
時
代

の
歌
人
を
合
わ

せ
た
架
空
の
歌

合
で
す
。
後ご

鳥と

羽ば

天て
ん

皇の
う（
１
１
８
０
〜
１
２

３
９
）
が
編
ん
だ
も
の
で
、
成
立
後
間
も
な

く
、
歌
人
の
姿
を
添
え
た
形
態
で
鑑
賞
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。

　
本
作
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
の
歌
人
、
藤ふ
じ

原わ
ら
の

為た
め

家い
え（
１
１
９
８
〜
１
２
７
５
）
が
歌
を
記

し
た
と
伝
え
る
こ
と
か
ら
為
家
本
と
呼
ば
れ

ま
す
。
歌
人
の
姿
は
彩
色
を
施
さ
な
い
白は
く

描び
ょ
う

画が

で
、
細
部
ま
で
神
経
の
行
き
届
い
た
美
し

い
墨
線
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。
写
真
も
な
い
時

代
、
過
去
の
歌
人
は
参
照
す
る
画
像
も
な
く

想
像
で
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、「
そ
れ
ら
し

く
」
見
え
る
の
は
絵
師
の
力
量
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。 

（
土
屋
貴
裕
）

　
東
道
盆
と
は
、
宴
席
で
賓
客
を
も
て
な
す

際
に
用
い
た
琉
球
漆
器
を
代
表
す
る
器
で

す
。
こ
の
よ
う
な
器
は
中
国
や
朝
鮮
半
島
、

東
南
ア
ジ
ア
に
も
類
品
が
見
ら
れ
ま
す
が
、

上
面
が
平
ら
な
扁
球
状
の
器
に
猫
足
を
付
す

も
の
は
琉
球
で
一
般
的
で
す
。
蓋
表
に
は
朱

漆
地
に
箔は
く

絵え

で
山
水
や
楼
閣
を
描
き
、
そ
の

周
囲
は
唐
草
文
や
七
宝
繫
ぎ
文
な
ど
で
飾
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
内
側
に
納
め
ら
れ
た
銅

製
の
小
皿
は
青
地
に
草
花
模
様
が
配
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
朱
と
青
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
い
器
に
、

上
質
な
酒
の
肴
が
一
皿
一
皿
に
盛
り
付
け
ら

れ
た
様
子
を
想
像
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 
（
品
川
欣
也
）

不
老
長
寿
の
象
徴
を

優
美
に
描
い
た
作
品

緻
密
な
タ
ッ
チ
で
描
か
れ
た

叙
事
詩
の
一
場
面

崑こ
ん

崙ろ
ん

松し
ょ
う

鶴か
く

図ず

軸じ
く

ハ
ヌ
マ
ー
ン
の
ラ
ー
マ
へ

の
会か

い

見け
ん

（
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
）

4
月
26
日（
火
）〜
6
月
5
日（
日
）

3
室
　
宮
廷
の
美
術

平
安
〜
室
町

3
月
8
日（
火
）〜
4
月
17
日（
日
）

16
室
　
ア
イ
ヌ
と
琉
球

4
月
12
日（
火
）〜
5
月
22
日（
日
）

8
室
　
中
国
の
絵
画  

花
鳥
画
の
世
界

4
月
5
日（
火
）〜
5
月
8
日（
日
）

13
室
　
イ
ン
ド
の
細
密
画

歌
人
た
ち
の
姿
に
個
性
が

表
れ
て
い
ま
す

重
文

　
為た

め

家い
え

本ぼ
ん

時じ

代だ
い

不ふ

同ど
う

歌う
た

合あ
わ
せ

絵え

宴
席
を
華
や
か
に
盛
り
上
げ
た
器

山さ
ん

水す
い

楼ろ
う

閣か
く

人じ
ん

物ぶ
つ

箔は
く

絵え

東と
ん

道だ
ー

盆ぶ
ん

◎為家本時代不同歌合絵　鎌倉時代・14世紀

山水楼閣人物箔絵東道盆
沖縄本島　第二尚氏時代・19世紀

崑崙松鶴 
図軸　 
呂健筆　
中国　 
明時代・ 
16～17世紀

ハヌマーンのラーマへの
会見（ラーマーヤナ）
メーワール派　インド　17世紀前半
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平
成
館

法
隆
寺
宝
物
館

黒
田
記
念
館
　

　
法
隆
寺
伝
来
の
染
織
品
と
い
う
と
、
飛

鳥
・
奈
良
時
代
だ
け
の
よ
う
に
思
い
ま
す

が
、
実
は
中
世
以
降
の
作
品
も
少
数
な
が
ら

伝
来
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
そ
の
1
点
で
、

も
と
は
「
夏な
つ
の

御お
ん

褥じ
ょ
く

」
と
い
う
作
品
の
包
み
で

し
た
。「
夏
御
褥
」は
因い
な

幡ば
の

国く
に（
現
在
の
鳥
取

県
に
所
在
）
の
能の
う

曽そ

姫ひ
め

が
聖
徳
太
子
に
献
上

し
た
夏
用
の
寝
具
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
、

生す
ず
し絹
と
呼
ば
れ
る
生
糸
を
織
っ
た
涼
や
か
な

手
触
り
の
絹
織
物
に
真
綿
を
入
れ
て
い
た
と

記
録
に
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
現
在
は
大
破
し

た
状
態
で
、
こ
の
包
み
の
み
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
小
菊
を
収
め
た
円
紋
と
小
さ
な
花
を

収
め
た
唐
草
紋
を
交
互
に
表
し
た
華
麗
な
包

み
か
ら
は
、
宝
物
を
大
切
に
守
り
伝
え
る
心

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

（
三
田
覚
之
）

　
視
線
を
斜
め
に
外
し
た
構
図
、
淡
い
紫
と

灰
緑
の
使
用（
肌
や
瞳
に
も
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
）、大
づ
か
み
な
筆
致
は
、こ
の
作
品
に
、公

的
な
肖
像
画
と
は
異
な
る
柔
ら
か
な
印
象
を

与
え
て
い
ま
す
。
像
主
は
彫
刻
家
の
佐
野
昭

（
１
８
６
６
〜
１
９
５
５
）で
、画
面
左
上
の
記

載
か
ら
、明
治
32
年（
１
８
９
９
）1
月
5
日
、

「
駿す
ん

州し
ゅ
う

静し
ず

浦う
ら

保ほ

養よ
う

館か
ん

」（
現
在
の
沼
津
市
静
浦
）

に
て
完
成
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
親
し

か
っ
た
黒
田
清
輝
、久く

米め

桂け
い
一い
ち

郎ろ
う
ら
と
年
始
を

祝
っ
た
後
に
描
か
れ
た
も
の
で
す
。
翌
年
、黒

田
と
佐
野
は
パ
リ
万
博
の
視
察
に
赴
く
の
で

す
が
、船
内
で
佐
野
が
日
本
の
歌
を
歌
う
な
ど

し
て
人
々
を
盛
り
上
げ
た
こ
と
が
、黒
田
の
日

記
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
黒
田
に
と
っ
て
佐
野
が
ど
の
よ
う
な
友
人

だ
っ
た
の
か
、想
像
の
膨
ら
む
作
品
で
す
。

 

（
東
京
文
化
財
研
究
所
・
吉
田
暁
子
）

　「
熊
」と
い
え
ば
可
愛
ら
し
い
姿
や
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
想
像
す
る
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
実
際
に
は
他
を
圧
倒
す
る
巨
大
さ
と

力
強
さ
で
、
食
物
連
鎖
の
頂
点
に
立
つ
動
物

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
ご
紹
介
す
る
牙
製
垂
飾
は
、
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
の
下
顎
の
犬
歯
に
穿せ
ん

孔こ
う

し
て
つ
く
ら

れ
た
ネ
ッ
ク
レ
ス
で
す
。
縄
文
時
代
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
動
物
が
狩
猟
さ
れ
ま
し
た
が
、
生

身
で
立
ち
向
か
う
縄
文
人
は
身
を
も
っ
て
ク

マ
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ

う
。ほ
か
に
も
イ
ノ
シ
シ
や
オ
オ
カ
ミ
、オ
ッ

ト
セ
イ
や
サ
メ
の
歯
な
ど
が
垂
飾
と
し
て
用

い
ら
れ
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
人
間
に
は
な
い

強
靭
さ
や
俊
敏
さ
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
自
然

に
対
す
る
畏
怖
の
念
を
こ
め
て
身
に
着
け
て

い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

（
飯
田
茂
雄
）

　
近
世
仏
画
は
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
制
作
さ
れ

た
仏
画
に
比
べ
、
調
査
や
研
究
が
少
な
く
、
今
後

の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
分
野
で
す
。
昨
年
秋
に

開
催
さ
れ
た
特
別
展
「
最
澄
と
天
台
宗
の
す
べ

て
」
で
は
、
栃
木
・
輪
王
寺
に
伝
わ
る
作
例
を
展

示
し
ま
し
た
。
近
世
仏
画
は
古
い
時
代
の
仏
画

を
考
え
る
う
え
で
重
要
で
す
。
制
作
当
初
の
彩

色
や
表
装
が
残
さ
れ
て
い
る
作
例
が
多
い
た
め

で
す
。
さ
ら
に
、
寄
進
者
や
注
文
者
、
絵
師
の
名

前
が
残
さ
れ
る
作
例
も
あ
り
、
仏
画
制
作
の
様

相
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
当
館

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
も
近
世
仏
画
が
あ
り
、
現

在
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
春
の
特
集
展
示

「
東
京
国
立
博
物
館
の
近
世
仏
画
―
伝
統
と
変
奏

―
」（
↓
7
ペ
ー
ジ
）で
、
成
果
の
一
部
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。

（
古
川
攝
一
）

今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る

近
世
仏
画
研
究

博
物
館
の
重
要
な
使
命
の
ひ
と
つ
で
あ
る

「
調
査
研
究
」。
そ
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

ト
ー
ハ
ク
の
調
査
研
究 

○15

4
月
26
日（
火
）〜
5
月
22
日（
日
）

第
6
室
　
書
跡
・
染
織

〜
5
月
8
日（
日
）

黒
田
記
念
室

通
年
展
示

考
古
展
示
室

宝
物
を
包
ん
で
い
た
華
や
か
な
布

人
柄
を
偲
ば
せ
る
肖
像
画

牙
の
強
さ
に
あ
や
か
っ
た
お
守
り

紫む
ら
さ
き

地じ

円え
ん

花か

文も
ん

錦き
ん

包つ
つ
み

裂ぎ
れ

佐さ

野の

昭あ
き
ら

肖し
ょ
う

像ぞ
う

犬け
ん

歯し

製せ
い

垂す
い

飾し
ょ
く

表
現
技
法
や
作
品
の
状
態
を
確
認
し
て
い
ま
す

犬歯製垂飾
縄文時代
（後～晩期）・
前2000～前400年
岩手県陸前高田市
獺沢貝塚出土
徳川頼貞氏寄贈

紫地円花文錦包裂
鎌倉時代・13～14世紀

（部分）

佐野昭肖像
黒田清輝筆　明治32年（1899）
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3-1

書
画
の
展
開

 

―
安
土
桃
山
・
江
戸

3-3

書
画
の
展
開

 

―
安
土
桃
山
・
江
戸

　

仏
教
の
美
術

―
平
安
〜
室
町

3-1

宮
廷
の
美
術

―
平
安
〜
室
町

3-2

禅
と
水
墨
画

―
鎌
倉
〜
室
町

3-3

茶
の
美
術

4

日
本
美
術
の
あ
け
ぼ
の

―
縄
文
・
弥
生
・
古
墳

1-1

仏
教
の
興
隆

―
飛
鳥
・
奈
良

1-2

国
宝
室

（
特
集
未
来
の
国
宝
―
東
京
国
立
博
物
館
書
画
の
逸
品
―
）

2

45

1-1

3-1

3-2

3-3

1-2 2

案内
 流れ 2階

3/15㊋-4/24㊐

釈
しゃ

迦
か

六
ろく

祖
そ

像
ぞう

　 
鎌倉時代・13世紀

釈迦を中心に奈良仏
教に関りが深い祖師
たちが描かれています

3/15㊋-4/24㊐

◎類
るい

聚
じゅう

歌
うた

合
あわせ

伝藤原忠家筆　
平安時代・12世紀 
田中親美氏寄贈

4/26㊋-6/5㊐

◎為
ため

家
いえ

本
ぼん

時
じ

代
だい

不
ふ

同
どう

歌
うた

合
あわせ

絵
え

（→8ページ）
鎌倉時代・14世紀 

時代の異なる歌人たちの和歌の競演。
画像は伊勢と藤原清輔です

-7/3㊐

埴
はに

輪
わ

 踊
おど

る人
ひと

々
びと

古墳時代・6世紀　
埼玉県熊谷市
野原古墳出土

独創的な造形の人
物埴輪です。この
展示の後に修理を
する予定です 

-4/24㊐

◉興
こう

福
ふく

寺
じ

鎮
ちん

壇
だん

具
ぐ

 金
きん

塊
かい

奈良時代・8世紀　 
奈良市興福寺中金堂須弥壇下出土

奈良時代、興福寺の中金堂を建立する際に
地鎮のため埋納された宝物のひとつです

4/12㊋-5/8㊐

見
み

返
かえ

り美
び

人
じん

図
ず

菱川師宣筆　
江戸時代・17世紀
（→16ページ）

-6/5㊐

瑞
ずい

花
か

狻
さん

猊
げい

方
ほう

鏡
きょう

奈良時代・8世紀　
京都市西京区山田
桜谷町出土
荒木音次郎氏寄贈

◎人
ひと

形
がた

装
そう

飾
しょく

付
つき

壺
つぼ

形
がた

土
ど

器
き

縄文時代（後期）・
前2000～前1000年　
青森県弘前市十腰内出土

-3/21㊊・㊗

唐
から

物
もの

肩
かた

衝
つき

茶
ちゃ

入
いれ

 銘
めい

 松
しょう

山
ざん

中国　南宋～元時代・13世紀　
原田吉蔵氏寄贈

3/23㊌-6/5㊐

青
あお

井
い

戸
ど

茶
ちゃ

碗
わん

 土
と

岐
き

井
い

戸
ど

朝鮮　朝鮮時代・16世紀　広田松繁氏寄贈

胴部に残るろくろ目、高台脇の豊かな
かいらぎ（釉薬の縮れ）が見どころです

3/15㊋-4/24㊐

◎蘭
らん

蕙
けい

同
どう

芳
ほう

図
ず

玉畹梵芳筆　 
南北朝時代・14世紀 

高潔な人物を象徴する
蘭の花。伸びやかな曲
線美が見どころです

5/10㊋-6/5㊐

焰
ほのお

上村松園筆　
大正7年（1918） 

「たった一枚の凄艶
な絵」と松園が語る、
生霊となった六条御
息所の姿を描くとさ
れています

4/26㊋-6/5㊐

◎朱
しゅ

買
ばい

臣
しん

図
ず

伝狩野元信筆　 
旧大仙院方丈障壁画
室町時代・16世紀 

（部分）

（部分）

4/26㊋-6/5㊐

阿
あ

字
じ

曼
まん

荼
だ

羅
ら

図
ず

南北朝時代・14世紀　岡崎正也氏寄贈

物事の根源を象徴するア音の文字と一体化すること
をイメージするための図です

（部分）
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書
画
の
展
開

―
安
土
桃
山
・
江
戸

暮
ら
し
の
調
度

―
安
土
桃
山
・
江
戸

8-1

8-2

能
と
歌
舞
伎

9

浮
世
絵
と
衣
装

―
江
戸

10

武
士
の
装
い

―
平
安
〜
江
戸

5.6

屛
風
と
襖
絵

―
安
土
桃
山
・
江
戸

7

67

8-1

8-2

9 10

本館展示
   日本美術の

3・4・5月

鉄
てっ

線
せん

蒔
まき

絵
え

提
さげ

簞
だん

笥
す

江戸時代・17世紀

小物などを持ち運ぶ携行用の簞笥。
品よく華やかに場を演出します

3/23㊌-6/5㊐

色
いろ

絵
え

桜
おう

樹
じゅ

図
ず

透
すかし

鉢
ばち

仁阿弥道八作　 
江戸時代・19世紀 

3/23㊌-
5/8㊐

桜
さくら

に春
はる

草
くさ

図
ず

尾形乾山筆　
江戸時代・18世紀
山本富子氏・
山本賢二氏寄贈

満開の桜と春の
草花。和歌は咲
き誇る桜を将軍
の権力にたとえ
た祝いの歌です

5/10㊋-
6/26㊐

一
いち

行
ぎょう

書
しょ

 
「十

じっ

暑
しょ

岷
びん

山
ざんの

葛
かつ

」
伊達政宗筆　
江戸時代・17世紀
杉山東一氏寄贈

意外な書き順と
絶妙な文字のバ
ランス。見るほ
どに発見のある
作品です

5/10㊋-7/3㊐

唐
から

織
おり

 紅
べに

萌
もえ

葱
ぎ

段
だん

流
りゅう

水
すい

に
菖
しょう

蒲
ぶ

模
も

様
よう

江戸時代・18世紀

金糸織の流水文から生える
菖蒲模様が清楚な、若い女
性役の衣装です

5/10㊋-7/3㊐

◎小
こ

袖
そで

 白
しろ

黒
くろ

紅
べに

染
そめ

分
わけ

綸
りん

子
ず

地
じ

熨
の

斗
し

藤
ふじ

模
も

様
よう

江戸時代・17世紀 

刺繡や金の摺箔で埋め
尽くすように装飾を施し
た「地無」の小袖です

3/8㊋-5/8㊐

小
こ

袖
そで

 紫
むらさき

白
しろ

染
そめ

分
わけ

縮
ちり

緬
めん

地
じ

笠
かさ

扇
おうぎ

桜
さくら

文
も

字
じ

模
も

様
よう

江戸時代・18世紀 

歌を「カタカナ」で散らす
点が珍しい、友禅染の優
品です

◎朱
しゅ

漆
うるしの

打
うち

刀
がたな

（◎刀
かたな

 伝
でん

長
おさ

船
ふね

元
もと

重
しげ

の拵
こしらえ

）
安土桃山～江戸時代・16～17世紀 

徳川家康の次男結城秀康の指料で、朱漆
塗の鞘が鮮やかです

-3/21㊊・㊗

虎
とら

に波
なみ

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

岸駒筆　江戸時代・文政6年（1823）

京都を中心に活躍した岸駒は虎の
絵を得意としました。震えるよう
な筆遣いが特徴です

3/23㊌-5/8㊐

桜
さくら

山
やま

吹
ぶき

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

伝俵屋宗達筆　江戸時代・17世紀  
田沢房太郎氏寄贈

桜と山吹が咲きほこる春。宗達風
の意匠美豊かな屛風です

3/15㊋-6/5㊐

◎黒
くろ

韋
かわ

肩
かた

妻
つま

取
どり

威
おどしの

胴
どう

丸
まる

　
室町時代・15世紀  

3/23㊌-6/12㊐

◎刀
かたな

 伝
でん

長
おさ

船
ふね

元
もと

重
しげ

　南北朝時代・14世紀  

3/8㊋-5/8㊐

厚
あつ

板
いた

 紫
むらさき

淡
うす

茶
ちゃ

紺
こん

浅
あさ

葱
ぎ

白
しろ

段
だん

牡
ぼ

丹
たん

唐
から

草
くさ

模
も

様
よう

奈良・金春家伝来　
江戸時代・18世紀 

染め分けた経糸をず
らした優美な段模様
は、まさに幽玄の境
地です

浮世絵 衣装

3/8㊋-4/10㊐

飛
あす か

鳥山
やまの

花
はな

見
み

　
鳥居清長筆　江戸時代・18世紀

桜の名所、飛鳥山をワイド
な画面を使って効果的に描
いています

4/12㊋-5/8㊐

め組
ぐみ

の喧
けん

嘩
か

豊原国周筆　明治時代・19世紀 

町火消のめ組の辰五郎と力士
の四ツ車大八の乱闘場面を描
いた迫力ある作品です

（右隻）

（右隻）
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歴
史
の
記
録

15

特
集

14

陶
磁

13-3

刀
剣

13-2

金
工

13-1

漆
工

12

彫
刻

11

13-2

13-1

13-3

12

14

特別3室

11

15

案内
 展示 1階

-4/24㊐

千
せん

手
じゅ

観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

坐
ざ

像
ぞう

　南北朝時代・14世紀

角張った顔や曲線的な衣
の襞

ひだ

は、中国彫刻の作
風を取り入れた
表現です

3/1㊋-5/22㊐

重
かさね

丸
まる

瓶
へい

形
がた

梅
うめ

唐
から

草
くさ

文
もん

七
しっ

宝
ぽう

水
すい

滴
てき

江戸時代・18世紀　 
渡邊豊太郎氏・渡邊誠之氏寄贈

器の上面に七宝で梅唐草の文様を表した
銅（真鍮）胎七宝の水滴です

-5/15日㊐

黒
くろ

漆
うるし

根
ね

古
こ

志
じ

形
がた

鏡
かがみ

掛
かけ

平安～鎌倉時代・12～13世紀

名称は根っこのような形か
ら。鏡掛の古い形式で、
傘のように畳めます 

千
ち

鳥
どり

蒔
まき

絵
え

手
て

箱
ばこ

　 
鎌倉時代・13世紀  

七
しっ

宝
ぽう

茶
ちゃ

壺
つぼ

形
がた

引
ひき

手
て

江戸時代・18世紀 

-4/24㊐

銹
さび

絵
え

十
じっ

体
てい

和
わ

歌
か

短
たん

冊
ざく

皿
ざら

乾山、「八十一歳乾山」銹絵銘　
江戸時代・寛保3年（1743）

皿を短冊に見立て、十体の和歌を
書き込んだ風雅に富んだ作品です

-5/8㊐

◎太
た

刀
ち

　青
あお

江
え

守
もり

次
つぐ

　南北朝時代・延文2年（1357） 　渡邊誠一郎氏寄贈

-5/15㊐

◎巴
ともえ

透
すかし

鐔
つば

信家作　安土桃山時代・16世紀 

尾張国の鐔工信家の代表作。絶妙
なデザイン感覚が見どころです

-3/21㊊・㊗
「おひなさまと日本の人形」 
（→6ページ）

犬
いぬ

筥
ばこ

　江戸時代・19世紀　 
高橋しな子氏寄贈

人面犬!? 婚礼や出産の場、また
雛壇にも飾られたお守りの箱です

3/23㊌-5/15㊐
「東南アジアのやきもの 
 ―収集と研究の軌跡―」

○紅
べに

安
あん

南
なん

唐
から

草
くさ

文
もん

茶
ちゃ

碗
わん

ベトナム　岡野繁蔵氏旧蔵　16世紀 

赤を基調とした文様が特徴の「紅安南」。
日本からの注文品と考えられています

4/26㊋-7/18㊊・㊗

黄
き

瀬
せ

戸
と

草
そう

花
か

文
もん

平
ひら

鉢
ばち

美濃　
安土桃山～江戸時代・16～17世紀
広田松繁氏寄贈

5/10㊋-8/28㊐

◎四
し

天
てん

王
のう

眷
けん

属
ぞく

立
りゅう

像
ぞう

（南
なん

方
ぽう

天
てん

眷
けん

属
ぞく

） 
康円作　鎌倉時代・文永4年（1267）

-3/21㊊・㊗

◎日
に

本
ほん

沿
えん

海
かい

輿
よ

地
ち

図
ず

（中
ちゅう

図
ず

）
九
きゅう

州
しゅう

北
ほく

部
ぶ

伊能忠敬作　江戸時代・19世紀 

3/23㊌-5/15㊐

◎日
に

本
ほん

沿
えん

海
かい

輿
よ

地
ち

図
ず

（中
ちゅう

図
ず

）九
きゅう

州
しゅう

南
なん

部
ぶ

伊能忠敬作　江戸時代・19世紀

縮尺は21万6
千分の1。本図
は九州南部を
中心に、南西
諸島のうち種
子島、屋久島
等を描きます

（10点のうち5点）



ア
イ
ヌ
と
琉
球

16

近
代
の
美
術

18

13

教 育 普 及 事 業

特別４室

1617

19 20

18

本館展示
  ジャンル別

3・4・5月

3/8㊋-4/17㊐

陣
じん

羽
ば

織
おり

　北海道アイヌ　19世紀 

4/19㊋-5/29㊐

樹
じゅ

下
か

人
じん

物
ぶつ

螺
ら

鈿
でん

沈
ちん

金
きん

食
じき

籠
ろう

沖縄本島　第二尚氏時代・18世紀

中国文人の理想像を螺鈿技法で描
いた重箱状の器。宴席で用いました

※掲載されている催し物につきましては、今後、予告
なく変更・中止する場合がございます。当館ウェブサ
イト等でご確認ください。また、動画配信については、
公開済、公開予定のコンテンツを掲載しています。

体験型展示

「日本文化のひろば」オープンしました！
2022年1月、本館特別4室に、楽しいひろばが
オープンしました。「うるし」「よろい」「きもの」
「浮世絵」をテーマに、スタンプやぬりえ、デジ
タルコンテンツなどをお楽しみいただけます。
文化財を見る前や見た後に、日本の文化の魅力
や楽しさを体験できる展示です。

オンライン  ガイドツアー

「トーハク劇場へようこそ！　考古展示室編」
展示作品の歴史を知りたい！考古
展示室を舞台にした演劇形式のガ
イドツアーを、たくさんの方にお
届けできるよう、映像版にして当
館 YouTubeチャンネルで公開しま
す。春休みのお楽しみとして、劇
場でお芝居を観るような、わくわくした気分でご覧ください。

公開日時：3月25日（金） 18:00～（40分程度）
※ 映像のみ公開。対面実施はございません。視聴方法：当館ウェブサイト「みどりのライ
オン オンライン」のページに、3月21日（月・祝）以降に視聴用URLを掲載いたします。

オンライン  ギャラリートーク

「西晋時代の副葬品」
講師：市元塁（東洋室長）

魏
ぎ

・蜀
しょく

・呉
ご

の三国鼎立に終止符をうっ
た西晋王朝ではどのようなお墓が築
かれ、どのような副葬品がつくられ
たのかご紹介します。

「博物館に初もうで  今年はトーハク150周年！めでタイガー！！」
講師：古川攝一（平常展調整室研究員）、沼沢ゆかり（保存修復室研究員）

毎年恒例の博物館に初もうで。今年
の干支「寅」にちなんで、虎と美術の
かかわりを、日本やアジアの作品か
らご紹介します。展示室の雰囲気と
ともにお楽しみください。

「埴輪物語̶群馬県伊勢崎市赤堀村104号古墳̶」
講師：河野正訓（特別展室主任研究員）

近年の発掘や海外での活躍と関連付けながら、「埴
はにわ

輪 鍬
くわ

を担
かつ

ぐ男
だん

子
し

」
の魅力と人気の秘密について解説します。

※ 月例講演会は当館大講堂にて実施しております。詳細は当館ウェブサイトでご
確認ください。（事前申込制）

スタンプで浮世絵の重
ね摺りを体験できます

みどりのライオン
オンライン

ご自宅等でお楽しみいただけるよう
動画をYouTubeで配信しています。

東京国立博物館
YouTubeチャンネル

-4/17㊐

シャクンタラ姫
ひめ

と 

ドウシャンタ王
おう

佐藤朝山作　大正5年（1916）

インドの説話を題材にした恋
物語の官能的で神秘的な木像
彫刻です

4/19㊋-5/29㊐

雲
うん

中
ちゅう

富
ふ

士
じ

横山大観筆
大正2年（1913）頃

雲海からのぞく富士。色面構成で
表す山肌や雲の表現が斬新です

（部分）

2017年実施の様子
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手ぬぐいをプレゼント

大好評の伊藤若冲自画自刻の「玄
げん
圃
ぽ
瑤
よう
華
か
」を使用したポスターデザイ

ンの手ぬぐいを10名様にプレゼントします。締切は6月10日（金）必着。

＊プレゼントの応募方法
はがきに郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、性別、
年齢、ならびにこの号で一番おもしろかった記事を
ご記入のうえ、下記までお送りください。発表は発
送をもって代えさせていただきます。
※手ぬぐいは1種類のみです。販売はしていません。

〒110-8712　東京都台東区上野公園13-9
東京国立博物館 広報室「ニュース3・4・5月号」プレゼント係

新型コロナウイルス感染症対策により、2021年 4月25日（日）から5
月31日（月）にかけて臨時休館したことに伴い、会員制度の有効期限
を延長しております。窓口での延長手続きは不要ですので、対象とな
る会員証および各種無料券を入口等でご提示ください。なお、賛助会
につきましては、有効期限の延長は行いませんので、ご了承ください。

［対象］
 有効期限2021年 4月25日（日）～ 2022年5月30日（月）の「友の会」
「メンバーズプレミアムパス」「国立博物館メンバーズパス（4館共通）」
の会員証をお持ちの方。その他、他館会員制度や、寄附特典等で配
布された各種無料券も延長対象となります。

［延長期間］
会員証・総合文化展招待券・ミュージアムシアター無料観覧券（鑑賞
チケット引換券）→元の有効期限から37日間（臨時休館日数分）延長

特別展観覧券→元の有効期限から3カ月間延長
※詳しくは当館ウェブサイトをご覧ください。

臨時休館に伴う会員制度の有効期限延長について

「東京・春・音楽祭」は、桜咲く上野を舞台に東京の春の訪れを音楽
で祝う、国内最大級のクラシック音楽の祭典です。18回目を迎え
る音楽祭は、今回もミュージアム・コンサートを当館平成館ラウン
ジと法隆寺宝物館エントランスホールで開催します。
①東博でバッハ vol.54　伊藤悠貴（チェロ）
　日時：3月23日(水)　19時開演（18時30分開場）
②東博でバッハ vol.55　藤木大地（カウンターテナー）
　日時：3月30日(水)　19時開演（18時30分開場）
③東博でバッハ vol.56　中村太地（ヴァイオリン）
　日時：3月31日(木)　19時開演（18時30分開場）
④東博でバッハ vol.57　小暮浩史（ギター）
　日時：4月7日(木) 19時開演（18時30分開場）
⑤東博でバッハ vol.58　三浦謙司（ピアノ）
　日時：4月14日(木)　19時開演（18時30分開場）

会場：①③④法隆寺宝物館エントランスホール／②⑤平成館ラウンジ
料金：4,000円（予価）
主催：東京・春・音楽祭（TEL：03-5205-6401）
チケットをお求めの際は東京・春・音楽祭チケットサービス  
（https://www.tokyo-harusai.com/）をご確認ください。

東京・春・音楽祭2022

宇宙飛行した遮光器土偶フィギュアを展示

当館所蔵の重要文化財「遮光器土偶」（青森県つがる市木造亀ヶ岡
出土）のミニチュアフィギュアの宇宙飛行が、2021年、野口聡一宇
宙飛行士3回目の国際宇宙ステーション（ISS）滞在中に実現しま
した。日本の文化財フィギュアとして、初めて宇宙を旅した遮光器
土偶を展示公開します。

期間：2022年4月5日（火）～ 2023年4月2日（日）
場所：平成館1階考古展示室前
※野口聡一宇宙飛行士
「世界で初めて3種類の帰還（滑走路、地面、海面）を達成した宇宙飛行士」とし
てギネス世界記録に認定。国際宇宙ステーション（ ISS）滞在通算日数335日、
船外活動4回は日本人最多。

総合文化展は、2020年6月2日（火）より事前予約制としておりま
したが、2022年4月1日（金）入館より事前予約制を一時休止し、
事前予約無しでご入館いただけます（ 3月31日（木）入館までは事
前予約 〈日時指定券〉推奨です）。
なお、当館は公益財団法人日本博物館協会が策定した「博物館に
おける新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン」（2021年10
月14日付）に基づき、感染対策を引き続き徹底いたします。感染対
策については当館ウェブサイトにてご確認いただけます。

［入館方法（4月1日（金）～）］
・ 事前予約無しでお越しください。チケットは正門券売所でご購入く
ださい。
・ 展示施設ごとに滞在人数を調整いたします。そのため、混雑時には
展示施設前でお待ちいただく可能性がございます。

※ 特別展の入館方法は展覧会ごとに異なります。詳細は特別展公式サイト等をご
確認ください。

総合文化展の事前予約制を一時休止します（4月1日〈金〉～）

TNM & TOPPANミュージアムシアター

VR作品『国宝 松林図屛風―乱世を生きた絵師・等伯―』
3月27日（日）まで
東京国立博物館所蔵の数ある国宝のなか
でも、安土桃山時代を代表する巨匠 長谷
川等伯が描いた「松林図屛風」は極めて人
気の高い作品です。また、一方で実は謎
の多い作品でもあります。本VR作品で
は、等伯の画業の歩みを辿り、日本水墨画の最高傑作とも称される
松林図の魅力と謎に迫ります。

料金：一般・大学生・高校生600円、小学生・中学生300円、未就学児・
障がい者とその介護者各1名は無料（1作品／ 1回あたり）、別途入
館料が必要です。開演時間までにチケットをお買い求めください
（当日券のみ）。※所要時間 約35分です。
〔予告〕VR作品『東博のミイラ　デジタル解剖室へようこそ』
4月1日（金）～7月24日（日）（予定） ※小学生以下：鑑賞料無料（通常300円）

※3月30日（水）・31日（木）は上演設備メンテナンスのため休演いたします

※演目・スケジュール・定員は、都合により変更となる場合がございます。
※詳細はウェブサイト（https://www.toppan-vr.jp/mt/）をご覧ください。

「冬木小袖」修理プロジェクトご支援ありがとうございました！

重要文化財「小袖 白綾地秋草模様」（通称
「冬木小袖」）修理のためにご寄附を募る本
プロジェクトは、2021年12月末をもって寄
附の受入を終了しました。総額は16,451,470
円に達し、目標額を大きく上回るご支援をい
ただくことができました。関係者一同、心よ
り感謝申し上げます。
「冬木小袖」は2022年末に本格修理が完了し、2023年
には総合文化展での展示を予定しています。修理報告や
今後の展示情報などは、文化財活用センターウェブサイト
を通じてお伝えしていきます。引き続きご注目ください。

修理の様子（折れシワ緩和）

「冬木小袖」
修理プロジェクト



15

    「博物館でアジアの旅」　9月21日（水）～10月16日（日）／「博物館に初もうで」　2023年1月2日（月・休）～1月29日（日） 
「博物館でお花見を」　2023年3月14日（火）～ 4月9日（日）

休 館日
3月 4月 5月

7日、14日、22日 4日、11日、18日、25日 9日、16日、23日、30日

※開館時間、休館日等の最新情報は東京国立博物館ウェブサイトをご覧ください。※3月28日（月）、5月2日（月）は臨時開館します。
※2月21日（月）～ 4月4日（月）まで、東洋館11室～13室は展示環境整備のため閉室します。

3・4・5月の休館日情報

◉お問合せ
　電話 03-3822-1111（代）／ FAX 03-3821-9680  
　総務課渉外開発担当 
　＊月～金曜日の9：30 ～17：00（土日・祝休日は除く）

◆ 東京国立博物館利用案内
総合文化展観覧料金　一般1,000円、大学生500円
● 2022年 3月31日（木）まで入館は事前予約（日時指定券） 
推奨となります。 
〔入館可能時間〕9：30～12：30、12：30～16：30  
※滞在時間の制約はありません。

● 2022年 4月1日（金）からは事前予約不要となります。 
※混雑時には展示施設前でお待ちいただく可能性があります。
● 障がい者とその介護者1名は無料。 
満70歳以上、高校生以下および18歳未満の方は無料。 
国際博物館の日（5月18日〈水〉）、敬老の日（9月19日〈月・祝〉）、 
文化の日（11月3日〈木・祝〉）は、総合文化展のみ観覧無料。

詳細は東京国立博物館ウェブサイトをご覧ください。

◆  東京国立博物館賛助会員（寄附会員制度）募集のご案内
東京国立博物館の運営の趣旨にご賛同いただける団体・個人向けの
寄附会員制度です。寄附金控除の対象になります。

【主な特典】  特別展内覧会へのご招待 など
【年  会  費】  〈団体〉プレミアム会員 1,000万円以上、特別会員 

100万円（1口）、維持会員 20万円
〈個人〉プラチナ会員 100万円以上、ゴールド会員 
20万円、シルバー会員 5万円

【申込方法】  会員受付窓口、ウェブサイト（クレジットカード決済）、
銀行振込

 詳細は担当までお問合せください。

◆  東京国立博物館会員制度
東京国立博物館では、1年間のうち何度でもご来館いただける会員
制度をご用意しております。

友の会 　発行から1年間有効 年会費：7,000円

【特　　典】  東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合文化展・
平常展を何度でも観覧可能。東京国立博物館の特別
展観覧券を3枚と、ミュージアムシアター観覧券1枚、
ショップ・レストラン割引などさまざまな特典があります。

＊ 2021年4月以降にお申込みの方で、本誌の郵送をご希望される場合は、別途
「東京国立博物館ニュース」の定期購読をお申込みください。

国立博物館メンバーズパス（4館共通）
発行日から1年間有効 年会費：一般2,500円、学生1,200円

【特　　典】  東京・京都・奈良・九州の国立博物館の総合文化展・
平常展を何度でも観覧可能

東京国立博物館ニュース定期購読
年会費：1,000円（1年分）

【特　　典】  東京国立博物館ニュースを年 4回、1年分ご指定の
場所に送付いたします。＊次号（6‐8月号）より送付
をご希望の場合、締切は2022年5月10日（火）です。

〇申込方法
1. 会員受付窓口
　 当館正門前の会員受付窓口で即日発行し、当日からご使用い
ただけます。（現金またはクレジットカード、電子マネー）。

2. ウェブサイト
　 専用申込フォームからお申込みください（クレジットカードまた
は郵便振替〈振替用紙を送付〉）。

3. 郵便振替
● 振替用紙に①種別（友の会、4館共通、ニュース）、②区分（一
般、学生〈4館共通のみ〉）、③メールアドレス（メールマガジン希
望者のみ）、④郵便番号、⑤住所、⑥氏名（ふりがな）、⑦電話
番号を通信欄・ご依頼人欄にご記入の上、下記口座までお振
替ください。
　加入者名：東京国立博物館会員制度
　口座番号：00140-3-791791
● 友の会または国立博物館メンバーズパス（4館共通）にお申込み
の方で、「東京国立博物館ニュース」の送付をご希望の方は、振
替用紙に『東京国立博物館ニュース定期購読希望』とご記入の
うえ、各会費に追加料金として1,000円を加えた金額をお振替
ください。
●  振替用紙の半券が領収書になります。有効期限終了まで保管
してください。
● 振替手数料はお客様負担となります。
● ご入金確認日より会員証等がお手元に届くまで、2週間程度かかり
ます。
＊ 一度納められた料金の払い戻しはいたしません。
＊ お申込みに際してご提供いただいた個人情報は、当該目的にのみ
使用させていただきます。当館は個人情報に関する法令を遵守し、
適正な管理・利用と保障に万全を尽くします。

ご注意 2021年4月1日（木）より、賛助会員制度及び会員制度を以下
のように改定し、賛助会は名称及び特典、会員制度は年会費及び特典が
変更となっております。詳細は当館ウェブサイトやチラシをご確認くだ
さい。なお、2021年3月31日（水）までに発行された会員証の特典は、
有効期限内に限りご利用いただけます。

最新情報は、ウェブサイト、Facebook、   
Twitter、Instagram、メールマガジンで！

東京国立博物館ウェブサイト    
https://www.tnm.jp/

2022年度注目の企画
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2022年3月・4月・5月号

見
み

返
かえ

り美
び

人
じん

図
ず

4月12日（火）～5月8日（日）　本館2室
「特集 未来の国宝 ―東京国立博物館 書画の逸品―」 にて展示

最上級のファッションと計算された構図、江戸時代美人画の傑作

表   紙  の 名  品  

見返り美人図　菱川師宣筆　江戸時代・17世紀

振り返った視線の先に、どんな光景が広がっているのでしょうか




